
≪G.フォーレ・レクイエムの変更点≫

坂本秀明音楽監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024/03/22

　皆様がお持ちの譜面は、1893年ヴァージョンのものですが、来年のコンサートでは1900年ヴァージョンの譜面で演奏したいという指揮者の佐

藤先生からの要望がありました。ですので混乱を避ける為に今年の定演でもこれに合わせたいと思います。譜面に変更点の記入をお願いいたしま

す。以下は１曲目の変更点です。２曲目以降は変更点はあまりありません。

ページ 小節
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クレッシェンド。

4拍目は、半拍長く伸ばす。dimを消してフォルテにする。

4拍目のPを消して、そこから11小節目の3拍目までデクレッシェンド。

2拍目も1拍半伸ばす。

2拍目はPPP

P.6 20

22

24

25

27

30

34

dolceの横にespressivoと書く。

3拍と4拍目は四分音符にする。

1拍目の四分休符を消して、ファの四分音符に書き換える。

ラテン語は1拍目と2拍目にet-と入れる。

デクレッシェンドを消す。

デクレッシェンドを書く。

dolceと書く。

歌詞re_qui_emを消してDo_mi_neに書き換える。

P.7 38

43

48

50

51

53

54

1拍目を四分音符にして2拍目に四分休符を書く。

3拍目と4拍目の間にブレッス。

1拍目と2拍目の間にブレッス。

フォルテシモ、50小節と51小節の間にブレッス。

アルトは「ララ」ではなく「ファファ」T1は「ファファファ」ではなく「レレレ」に。

アルトは「ララ」ではなく「ファファ」T1は「ファファ」ではなく「#ド#ド」

フォルテシモ。T1の2拍目の「#ファ」は付点2分音符にして4拍目の「#ド」を消す。

P.8 55

59

61

64

66

68

69

1拍目と2拍目の間にブレッス。

デクレッシェンド59と60小節の間にブレッス。

1拍目は四分音符。２拍目に四部休符。

64と65小節の間にブレッス。66と67小節の間にブレッス。

66と67小節の間にブレッス。67クレッシェンド。

フォルテ、３と４拍目にブレッス。

デクレッシェンド。

P.9 70

71

73

81-82

ピアノ。

フォルテシモ。

フォルテシモ。

Ky_ri_eを消して、e_le_i_sonに。

P.10 87

89

全音符を付点二分音符にして４拍目に四分休符を書く。

ピアニッシモ。

≪G.フォーレ作曲「レクイエム」のソルミゼーション≫



第1曲　Introit and Kyrie（入祭唱とキリエ）

1小節目から8小節目まではd-moll（ニ短調）、9小節目から13小節目まではg-moll（ト短調）

13小節の3拍目から14小節目まではes-moll（変ホ短調）、15小節目からd-moll（ニ短調）に戻る。

＜9小節目～13小節目の各パートは・・・＞「⇒」の記号は読み替えるポイント。

ソプラノ：ミ、ファ、ファ、　ド、レ、レ、　ファ、ソ⇒シ、ド、レ

アルト：ド、ド、ド、　ラ、シ、シ、　ド、レ⇒ファ、ソ、シ

テノール1：ミ、ファ、ファ、　ド、レ、レ、　ラ、シ⇒レ、ミ、ファ

テノール2：ド、ド、ド、　ド、レ、レ、　ラ、シ⇒レ、ミ、ファ

ベース１：ド、ド、ド、　ラ、シ、シ、　ファ、ファ⇒ラ、ソ、ソ

ベース２：ソ、ファ、ファ、　ラ、シ、シ、　ファ、ファ⇒ラ、ソ、ソ

P.7［C］からB-dur（変ロ長調）になるのでソプラノは「ソドシド」となる。

48小節の3拍目からd-moll（ニ短調）に戻るので「ド、レ、ミ」⇒（読み替え）「ラ、#ソ、ラ」

第２曲　Offertory（奉献唱）P.10

h-moll（ロ短調）アルトの出だしは「ミ」テノールは「ド」

14小節～22小節の２拍目までcis-moll（嬰ハ短調）アルトの出だしは「ミ」テノールは「ド」

22小節の3拍目からh-moll（ロ短調）に転調するので、Altは「#ソ」Bas23小節目は「ミ」Tenは「ミ」

と読み替える。

P.18  90小節目からH-dur（ロ長調）になるので、Bas、Ten、Alt、Sopの順に「ド、ソ、ミ、ド」と読み替える。

第３曲　Sanctus　P.19

Es-dur（変ホ長調）ソプラノの出だしは「ソ」テノールとベース１の出だしは「ソ」

P.21の23～26小節はD-dur（ニ長調）なので出だしは「ソ」

P.22の27小節から最後までEs-dur（変ホ長調）に戻る。

第５曲　Agnus Dei P.28

F-dur（ヘ長調）テノールの出だしは「ソ」　P.30［C］からf-moll（ヘ短調）ソプラノの出だしは「ミ」

47小節のベース２・１の出だしは「ド」テノール２は「ミ」テノール１は「ソ」アルトは「ド」

P.32の66小節からd-moll（ニ短調）ベース２からソプラノまで「ド、ミ、ラ、ミ、ラ」に戻る。

第６曲　Libera Me　P.34



d-molll（ニ短調）P.36［B］ベース「ラ」アルト「ド」ソプラノ「ミ」37小節テノール「シ」

P.38　58小節４拍目からg-moll（ニ短調）に転調するので４拍目はベース「レ」テノール「ソ」アルトは「シ」ソプラノ「ソ」に読み替える。

P.39の66～69小節はf-moll（ヘ短調）に転調するので、66小節の１拍目はベース「レ」テノール「ソ」

アルト「シ」ソプラノ「ソ」となる。

70小節目からd-mollに戻るのでベース２からソプラノまで「ド、ソ、ド、♭ミ」となる。

第７曲　In Paradisum　P.43

D-dur（ニ長調）ソプラノ出だしは「ミ」

P.45　21小節目ベースは「ファ」テノール２「ラ」テノール１「ド」

26小節アルトは「♭ミ」だが「#レ」の方が取りやすい。

≪G.フォーレ・レクイエムのラテン語の発音≫

　ラテン語の発音は、主にイタリア式とドイツ式の二通りありますが、日本ではイタリア式の発音が一般的ですので、今回もイタリア式の発音で歌

います。

第１曲

レークイエーム・エテールナーム　ドーナー・エーイス,　ドーミネ：

エートゥ・ルークス・ペールペートゥア　ルーチェアートゥ・エーイス,

ルーチェアートゥ・エーイス,

［C］P.7　テー・デーチェートゥ・イームヌース,デーウース，イーン・スィーオン,

エッティービ・レーデートゥール・ヴォートゥーム　イン・イェルーサレーム：

［D］エグザーウディ・オーラツィオーネム・メーアム,

アードゥ・テ・オームニース・カーロ・ヴェーニエートゥ.

［E］キーリエ・エレーイソーン, クリーステ・エレーイソーン.

第2曲　P.10

オー・ドーミネ・イエーズー・クリーステ，レックス・グローリエー,

リベラ・アーニマース・デーフンクトールーム　デ・ペーニス・インフェールニー,

エトゥ・デ・プロフーンド・ラークー,　P.12の18小節まで繰り返し

P.12の19小節目から　デー・オーレ・レオーニース　ネ・アプソールベアートゥ・タールタルース,繰り返し

P.13　27小節目 ネ・カーダーントゥ・イン・オープスクールーム,（バリトンソロ）



P.16の77小節目から最初に戻り繰り返し　アーメーン.

第３曲　P.19

サークトゥース，サークトゥース,サークトゥース・ドーミヌース・デーウース・サーバオートゥ,

プレーニ・スーントゥ・チェーリ　エートゥ・テーラ・グローリア・トゥーア.

オーザンナ・イン・エクシェールスィス.

第５曲　P.29

アーニュス・デーイ, クイー・トッリス　ペッカータ・ムーンディ,ドーナ・エーイス・レークイエーム.

［C］ルークス・エテールナ・ルーチェアートゥ・エーイス　ドーミネ.

クーム・サンクティース・トゥーイス　イーン・エテールヌーム,　クイーア・ピーウス・エース,

［E］レークイエーム・エテールナーム・ドーナ・エーイス　ドーミネ,　

エートゥ・ルークス・ペールペートゥア　ルーチェアートゥ・エーイス.

第６曲　P.34 37小節～

トレーメンス・ファクトゥースーム・エーゴー・エッティーメオ,

ドゥーム・ディースクーッスィオー・ヴェネリートゥ,アートゥクエー・ヴェントゥーラー・イーラー.

［C］ディーエス・イーッラー・ディーエス・イーレー,　カーラーミターティース・エートゥミゼーリエ,

ディーエス・イーッラー・ディーエスマーニャー・エータマーラ,アマーラ・ヴェールデー.

レークイエーム・エテールナーム　ドーナ・エーイス・ドーミネー，

エートゥ・ルークス・ペールペートゥアー　ルーチェアーッテーイース.

第７曲　P.43

イーン・パーラディースーム・デードゥーカーンターンジェリー：

イーン・トゥーオー・アドゥヴェーントゥー・スシーピアーンテー・マールティレース，

［A］ エートゥ・ペールドゥーカーンテー・イーン・チヴィターテーム・サーンクターム・イェールーサレーム.

［B］ コールース・アンジェーロールーム・デー・スシーピアートゥ,　

エートゥ・クーム・ラーザロ・クオーンダーム・パーウペレー・

［C］エテールナーム・アーベアース・レークイエーム.


